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In order to expand our knowledge about magnetic structures under a sea-floor spreading center and the formation 
process of magnetic stripes, we are proceeding an on-land geo-electromagentic research plan at the divergent plate 
boundary in Afar Depression, Ethiopia, where we can directly investigate into a sea-floor spreading center on land. 
We will introduce our plan and report the progress of geomagnetic and geological surveys we have performed. 
 
そのほとんどが海洋下で起こっているプレート

拡大境界での海洋底の地磁気縞状異常の獲得形成

過程を、我々が直接的に探査することは難しい。

そこで、陸上において海洋底拡大現象が進行しつ

つあるエチオピア・アファール凹地を対象にして、

海洋地磁気縞状異常の獲得形成過程を探る目的で、

磁気探査を主とする地球電磁気学的探査を立案し、

予察的な調査研究を進めている。今回は、その計

画とこれまでに行った調査について紹介する。 
エチオピア・アファール凹地は、ヌービアプレ

ート・アラビアプレート・ソマリアプレートの拡

大プレート三重会合点にある（右図）。そこは大陸

リフティングから進行して、現在海洋底拡大現象

の開始時期の段階にあり、中央海嶺が陸上に露出

していると考えられている。特に、Dabbahu 火山
周辺域（Dabbahu Rift：右図□）では、2005-09年
にかけて、活発な地震活動と正断層系の形成があ

り、一部に溶岩の噴出が見られた。 GPS/地震観
測のデータ解析により、長さ 10~60km、幅 1~3m
の局所的な伸長（岩脈貫入）が繰り返され（13~
14 回）、総計として巾 8m、長さ 60km、深さ 2~
10km の範囲で岩脈の貫入があったと推定されて

いる（e.g. Ebinger et al., 2010）。よってこの地域は、
海洋底拡大軸域での磁気異常の獲得形成過程を探

るための絶好のフィールドであると言えよう。 
	 そこで我々はアファール凹地・Dabbahu Rift を
対象にして、無人小型飛行機を活用した航空探査

と、地形的制約で地域は限定されるものの試料採

取を伴う直接的な地上調査を行うことを計画して

いる。航空探査では、低飛行高度での広域で詳細

な空中磁気探査を行う。地上探査では、地上磁気

探査、MT 探査、地表溶岩流の地質調査と試料採
取を行う。空中・地上磁気探査から詳細な磁気異

常マップを構築し、MT 探査結果とあわせて、地
下構造を地球電磁気学的視点（磁化、比抵抗）か

ら明らかにし、採取岩石の古地磁気・岩石磁気学

的解析からの情報も加味して、Dabbahu Rift での
磁気異常の分布と構造、その形成過程を明らかに

することを目論んでいる。 
	 2014年に現地視察、予察的な磁気探査、古地磁
気試料採取（4地点 26個）を行い、現在は JSPS ｵ
ｰﾌﾟﾝﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ共同研究（2016-17 年度）により
地上探査に焦点を絞った研究を進めている。2016
年 12月には、岩脈貫入推定部の南方地域に測線を
設定し、4日間で 57kmの徒歩による磁気探査を行
った。その際 Samara大学に定点観測地点を設置し、
地磁気連続観測を行った。また、15地点で古地磁
気試料（39 個）、9 地点で岩石試料（24 個）の採
取を行った。現在これらの解析を進めている。

 

(Ebinger et al., 2010) 


